
� 解
題
�

栃
木
県
下
野
市
薬
師
寺
に
所
在
す
る
真
言
宗
智
山
派
の
生
雲
山
龍
興
寺
が
伝
蔵
す
る

『
龍
興
寺
戒
壇
縁
起
』『
慈
猛
上
人
行
状
記
』
お
よ
び
『
龍
興
寺
縁
起
略
記
』
を
翻
刻
紹

介
す
る
。

龍
興
寺
は
下
野
国
薬
師
寺
の
別
院
と
伝
え
、
境
内
に
、
日
本
に
戒
律
を
伝
え
、
天
平

宝
字
五
年
（
七
六
一
）
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
本
朝
三
戒
壇
の
一
つ
で
あ
る
戒

壇
院
を
下
野
国
薬
師
寺
に
建
立
し
た
と
い
う
唐
僧
鑑
真
の
供
養
塔
や
、
孝
謙
天
皇
に
寵

愛
さ
れ
、
宇
佐
八
幡
神
託
事
件
に
よ
っ
て
天
皇
没
後
の
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
八
月
に

造
下
野
薬
師
寺
別
当
職
に
左
遷
さ
れ
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
年
四
月
七
日
失
意
の
ま

ま
こ
の
地
で
没
し
、
庶
人
と
し
て
葬
ら
れ
た
と
い
う
弓
削
道
鏡
の
墓
と
伝
え
る
円
墳
が

あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
『
龍
興
寺
縁
起
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
龍
興
寺
の
名
は
、
鑑

真
が
住
持
し
た
唐
揚
州
の
龍
興
寺
に
由
来
す
る
と
い
う
。

下
野
国
薬
師
寺
は
『
東
大
寺
要
録
』
に
天
智
天
皇
九
年
（
六
七
〇
）、
『
伊
呂
波
字
類

抄
』
に
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）、
医
王
山
安
国
寺
所
蔵
の
晃
栄

�『
薬
師
寺
縁
起
』

お
よ
び
貫
翁

�『
薬
師
寺
縁
起
』
に
天
武
天
皇
八
年
（
六
七
九
）、
『
帝
王
編
年
記
』
に

大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
献
的

�考
古
学
的
に

決
定
的
な
証
左
が
な
く
、
一
般
に
は
、
七
世
紀
末
に
こ
の
地
方
を
治
め
て
い
た
豪
族
の

下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
す
る
説
明
が
共
通
理
解
に
な
っ
て
い
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
古
麻
呂
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
一
月
二
十
八
日
に
式
部

�大
将
軍
正
四
位
下
の
官
位
で
没
し
て
い
て
、
天
武
天
皇

�持
統
天
皇
に
仕
え
、
藤
原

不
比
等
の
信
任
を
得
て
、
大
宝
律
令
の
制
定
に
も
関
わ
る
な
ど
中
央
政
権
と
の
つ
な
が

り
も
深
く
、
し
た
が
っ
て
下
野
国
薬
師
寺
も
東
国
に
お
け
る
仏
教
施
策
の
一
翼
を
担
う

重
要
寺
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
じ
じ
つ
近
年
の
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
も
、
七
世
紀
末
の
天
武
朝
の
創
建
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
一
塔
三
堂
形

式
の
伽
藍

配
置
で
、

外
郭
施

設
（

板
塀
）
の

規
模
が
東

西
約
二
五
〇

㍍
、

南
北

約
三
五

〇
㍍
、
瓦
葺
回
廊
の
規
模
は
東
西
約
一
一
〇
㍍
、
南
北
約
一
〇
二
㍍
に
も
及
ぶ
大
寺
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

注
１
。

下
野
国
薬
師
寺
の

流
れ
を

�む
医
王
山
安
国
寺
所
蔵
の
晃
栄

�『
薬
師
寺
縁
起
』

�

貫
翁

�『
薬
師
寺
縁
起
』
、
ま
た
龍
興
寺
所
蔵
の
『
龍
興
寺
戒
壇
縁
起
』

�『
龍
興
寺
縁

起
略
記
』
は
、
い
ず
れ
も
天
武
天
皇
が
そ
の
后
持
統
天
皇
の
病
気
平
癒
を
願
い
、
勅
願

に
よ
っ
て
天
武
天
皇

白
鳳
八
年
（
六
八
〇
）
に

奈
良
薬
師
寺
の

祚

�上
人
が
建
立
し
た

の
が
下
野
国
薬
師
寺
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）、

聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
本
朝
三
戒
壇
の
一
つ
で
あ
る
戒
壇
院
が
築
か
れ
、
下
野
国

薬
師
寺
は
隆
盛
を
誇
る
よ
う
に
な
る
。

そ
も
そ
も
鑑
真
が
四
分
律
に
よ
る
正
式
で
厳
重
な
受
戒
制
度
を
伝
え
る
ま
で
、
わ
が

国
に
は
正
式
に
僧
侶
と
言
え
る
存
在
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
国
内
に
仏
教
が
流
布
し

隆
盛
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
生
活
苦
や
税
を
逃
れ
る
た
め
に
自
度
し
て
僧
を
名
乗
る
者
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が
増
え
、
ま
た
僧
と
し
て
の
戒
律
を
守
る
者
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は

当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
式
な
僧
侶
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
受
戒
の
儀
式
を
執

行
す
る
戒
壇
に
お
い
て
、
三
師
七
証
に
よ
る
厳
重
な
戒
の
伝
授
が
必
須
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、
鑑
真
に
よ
っ
て
戒
律
が
も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
、
わ
が
国
の
僧
界
は
そ
れ
を
知
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）、
聖
武
上
皇
は
光
明
皇
太
后
ら
と
と
も
に
唐
か
ら
渡
来

し
た
鑑
真
か
ら
大
仏
殿
前
に
築
か
れ
た
戒
壇
で
戒
を
授
か
り
、
翌
七
年
、
日
本
で
初
め

て
正
式
な
授
戒
の
場
と
し
て
戒
壇
院
を
建
立
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
朝
廷
は
仏
教

界
に
蔓
延
す
る
弊
風
を
一
掃
す
る
た
め
に
戒
壇
受
戒
の
制
度
を
採
り
入
れ
、
天
平
宝
字

五
年
（
七
六
一
）
に
筑
紫
の
観
世
音
寺
と
下
野
の
薬
師
寺
に
戒
壇
を
設
置
し
て
僧
界
の

統
制
を
図
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
本
朝
三
戒
壇
で
あ
る
。
正
式
な
僧
侶
と
な
る
に
は
、
そ
の

い
ず
れ
か
の
戒
壇
で
受
戒
し
、
そ
の
証
明
書
で
あ
る
度
牒
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
東
海
道
の
足
柄
峠
、
東
山
道
の
碓
氷
峠
よ
り
関
東

�東
北
の
僧
に
戒
を

授
け
る
こ
と
が
で
き
た
下
野
国
薬
師
寺
は
、
お
の
ず
と
わ
が
国
屈
指
の
大
寺
院
と
し
て

隆
盛
を
極
め
た
。

し
か
し
、
下
野
国
薬
師
寺
は
九
世
紀
中
頃
に
大
火
災
に
遭
難
し
て
伽
藍
の
中
心
部
が

焼
失
し
注
２
、
ま
た
国
家
仏
教
の
衰
退
と
と
も
に
天
台
宗
な
ど
の
新
宗
派
が
興
り
、
比
叡
山

に
も
戒
壇
設
置
が
認
め
ら
れ
て
独
自
に
授
受
戒
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

三
戒
壇
の
意
義
と
機
能
も
失
わ
れ
、
『
元
亨
釈
書
』
（
巻
二
十
七
「
度
受
志
二
」
）
に
「
及

睿
壇
興
野
壇
衰
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
と
に
下
野
国
薬
師
寺
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ
た
。

衰
亡
の
極
み
に
あ
っ
た
下
野
国
薬
師
寺
を
復
興
し
た
の
は
慈
猛
上
人
で
あ
る
。
上
人

は
比
叡
山
で
出
家
し
、
高
野
で
瑜
伽
密
教
、
醍
醐
で
三
宝
院
流
を
学
ん
だ
人
で
、
弘
長

二
年
（
一
二
六
二
）
薬
師
寺
戒
壇
院
に
移
住
し
、
以
来
十
余
年
、
東
国
諸
山
か
ら
修
学

僧
が
群
参
し
た
と
伝
え
、
武
蔵
国
金
沢
の
称
名
寺
の
開
山
に
招
か
れ
た
審
海
な
ど
多
く

の
弟
子
を
養
成
し
、
薬
師
寺
の
復
興
に
努
め
た
。
称
揚
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
行
業
を
残

し
た
は
ず
の
人
で
あ
る
が
、
伝
え
ら
れ
る
史
料
が
乏
し
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

慈
猛
上
人
に
よ
っ
て
一
応
の
復
興
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま
た
足
利
尊

氏
が
戦
死
者
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
国
ご
と
に
安
国
寺
を
置
き
、
利
生
塔
の
建
立
を

発
願
し
た
こ
と
か
ら
、

暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
に
下
野
国
薬
師
寺
は

安
国
寺
と

改
称

さ
れ
、
こ
こ
に
下
野
国
薬
師
寺
の
名
は
失
わ
れ
た
。
さ
ら
に
戦
国
動
乱
の
時
代
、
元
亀

元
年
（
一
五
七

〇
）
十
一

月
、

小
田

原
北

条
氏
と

結
城
多

賀
谷
氏
と
の

戦
乱
で

安
国
寺

も
龍
興
寺
も
と
も
に
焼
け
落
ち
、
貴
重
な
什
宝
や
記
録
も
悉
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
安
国
寺
と
龍
興
寺
は
今
日
ま
で
法
脈
を
伝
え
、
往
時
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、

そ
れ
で
も
貴
重
な
文
物
を
大
切
に
伝
え
て
い
る
。

こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
龍
興
寺
蔵
『
龍
興
寺
戒
壇
縁
起
』『
慈
猛
上
人
行
状
記
』『

龍

興
寺
縁
起
略
記
』
は
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
に

�述
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
元
亀
の
戦

乱
で
失
わ
れ
た
寺
史
の
欠
を
補
お
う
と
す
る
必
死
の
努
力
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
現

今
に
お
い
て
は
、
安
国
寺
は
下
野
国
薬
師
寺
の
法
脈
を
受
け
継
ぎ
、
戒
壇
を
守
護
す
る

寺
で
あ
り
、
薬
師
寺
の
別
院
で
あ
っ
た
龍
興
寺
は
鑑
真
の
供
養
塔
や
弓
削
道
鏡
注
３
の
墓
を

護
る
墓
寺
と
し
て
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
戦
乱
以
降
、
安
国

寺
と
龍
興
寺
は
戒
壇
の
所
有
を
め
ぐ
っ
て
確
執
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
の
確
執
の
経

緯
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

『
龍
興
寺
戒
壇

縁
起
』
の

全
文
が

紹
介
さ
れ
た
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た

び
龍
興

寺
住
職

�近
藤
純
雄
師
の
厚
意

�れ
る
御
理
解
を
頂
戴
し
、
龍
興
寺
所
蔵
文
書
を
翻
刻

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。
近
藤
師
は
じ
め
一
山
の
方
々
に
篤
く
御
礼
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注

1

南
河
内
町
教
育
委
員
会
編
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
下
野
薬
師
寺
』
平
成
十
四
年
三
月
。

注

2

同
右
。

注
3

龍
興
寺
に
道
鏡
が
使
用
し
た
と
い
う

円
印
が
伝
わ
る
。
五
〇
年
ほ
ど
前
ま

で
は
「
山
川
草
木
」
の
文
字
が
は
っ

き
り
読
み
取
れ
た
と
い
う
。

龍
興
寺
蔵

伝

�道
鏡
円
印
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� 翻
刻
Ⅰ
�

001

龍
興
寺
戒
壇
縁

�

下
野
國
大
山
ノ

�龍
興
寺
戒
壇
院
ハ者
、
依
テ二 聖
武

皇
帝
ノ勅
願
ニ一 、
鑑
眞
大
和
尚
開
基
ノ之
霊
塲
也
。

抑
唐
ノ楊
州
龍
興
寺
鑑
眞
和
尚
ハ者
淳
于
氏
、

005楊
州
江
陽
縣
ノ之
人
也
。
隨
テ二 智
滿
比
丘
ニ一 成

リ二 沙
弥
ト一 、

附
シ
テ
二

�岸
律
師
ニ一 受

ケ二 菩

�戒
ヲ一 、
於
テ二 長
安
城
ノ之
都
コ
ニ一
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� 書
誌
�

☆
『
龍
興
寺
戒
壇
縁
起
』
『
慈
猛
上
人
行
状
記
』
は
一
巻
の
巻
子
本
に
記
さ
れ
た
書
写
本
で
あ

る
。
「
龍
興
寺
戒
壇
縁
起

一
巻
」
と
記
さ
れ
た
杉
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
青
緑
色
の
絹

表
紙
で
、
見
返
に
金
箔
が
装
飾
さ
れ
、
鳥
の
子
紙
の
本
文
料
紙
に
は
縦

�横
の
押
界
が
施
さ

れ
て
い
る
。
縦
約
三
〇
糎
、
総
長
約
五
米
七
四
糎
、
長
短
不

�い
の
八
紙
か
ら
成
る
。
漢
文

の
本
文
に
は
、
朱
を
も
っ
て
送
仮
名

�返
点

�合
符
な
ど
の
書
き
入
れ
が
多
く
あ
る
。

☆
『
龍
興
寺
縁
起
略
記
』
は
料
紙
に
楮
紙
を
用
い
た
袋
綴
装
三
丁
の
紙
縒
綴
本
で
あ
る
。
縦
約

二
四
糎
、
横
約
一
六
糎
。
そ
の
見
消
の
様
子
な
ど
か
ら
草
稿
本
と
思
わ
れ
る
。

� 凡
例
�

一
、
上
段
に
写
真
影
印
を
置
き
、
下
段
に
翻
刻
文
を
示
し
た
。

一
、
行
取

�誤
字

�宛
字
等
は
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
、
後
補
字
は
本
文
に
入
れ
た
。

一
、
巻
子
本
は
行
頭
に
数
字
で
行
数
を
示
し
、
袋
綴
本
は
丁
数
を
各
丁
行
末
に
記
し
た
。

一
、
影
印
を
付
し
た
の
で
、
朱
書
は
全
て
省
略
し
、
見
消
は
翻
刻
文
に
反
映
し
た
。

一
、
漢
字

�仮
名
と
も
原
文
の
字
体
と
表
記
を
尊
重
し
て
翻
刻
し
た
。

一
、
句
読
点
を
私
に
施
し
た
。



究
ム二 三
藏
教
法
ヲ一 。
時
ニ吾
朝
聖
武
皇
帝
天
平
勝

寶
五
癸
巳
年
、
普
照

�榮
叡
ノ之
二
師
、

�唐
大

使
清
川
ノ宰
相
等
ト入
唐
ス。

玄
宗
皇
帝

天
宝
十
二
年
。
是
ノ時
キ和
尚

010楊

�於
テ二 大
明
寺
ニ一 開

キ二 律
講
ヲ一 、
普

�榮
ノ二
師
望
テレ

�ニ

作
テレ 禮

ヲ語
テ曰

ク、
佛
法
東
流
シ
テ教
授
ノ之
人
乏
ホ
シ。
吾
カ聖
德

太
子
ノ曰 ノ
玉
ク、
我
滅
後
二
百
年
ニ、
異
域
有
ラ
ン
下
興
ル二 眞
教
ヲ一 人

上 。

今
當
レ
リ
二
其
ノ期

ニ一 。
願
ク
ハ東

�シ
玉
ヘ
ト。
頻
リ
ニ勸

ム二 東
漸
ヲ一 。
眞
ノ曰
玉
ハ
ク、
我
レ聞

ク、

南
嶽
太
師
惠
思
生
シ
テ
二
和
國
ニ一 弘

ム二 佛
法
ヲ一 。
彼
ノ

�機
縁

015熟
セ
ハ我

レ豈
ニ辞

セ
ン
二
勞
劬
ヲ一 哉 ヤ

ト。
和
尚
快
然
ト
シ
テ許
諾
シ
玉
フ。
具
二 足

シ

法

�
�如

意

�如
寶

�思
詑

�惠
雲

�
�興

�詳

彦
及
ヒ榮
叡

�普
照
等
ノ門
弟
八
十
餘
人
ヲ一 並

ニ

持
シ
テ
二
佛
像

�佛
舎
利

�戒
壇
圖
經

�戒
壇
ノ之

�
�菩

提

子

�天
台
止
觀
等
ノ之
諸
經
論
ヲ一 、
乘
シ
テ
二
一
葉
之
風
帆
ニ一 、

020踰
二 千
里
ノ之

	波
ヲ一 。
天
平
勝
寶
六
甲
午
載
正
月
、

來
朝
ス。
同
年
四
月
入
ルレ 京
コ
ニ。
於
テ二 大
佛
殿
ノ前

ニ一 築
キ二 戒
壇
ヲ一 、
興
シ二

毘
尼
之 ノ

正
法
ヲ一 、
始
テ行

ス二 如
法
ノ之
受
戒
ヲ一 。
同
ク七
年
、
戒
壇
院

成
ル。
世
ニ稱

ス二 東
大
寺
戒
壇
ト一 是

レ也
。
天
皇

�皇
后

�太

子

�公


、
同
ク受

ル者 モ
ノ四
百
三
十
餘
人
也
。
天
平
寶
字

025二
戊
戌
載
、
南
都
ニ建

ツ二 招
提
寺
ヲ一 。
同
年
八
月
朔
日
、

鑑
眞
ヘ賜

ハ
ル
二
大
和
尚
ノ勅
号
ヲ一 。
重
テ而
詔
リ
シ
テ
二
大
和
尚
ニ一 東
西

二
邊
ニ築

カ
シ
ム

二
戒
壇
ヲ一
関
東
下
野
ノ国
竜
興
寺

鎮
西
築
前
ノ国
観
世
音
寺
也
。

�謂
ル三
戒

壇
是
レ也
。
諦
ニ是

レ中
國
ノ之
貴
賎
東
西
兩
州
之
ノ群

類
濟
度
ノ之
尸
羅
波
羅
密
塲
也
。
夫
レ當
寺
ノ之

030戒
壇
ハ者
、
天
平
寶
字
四
庚
子
年
八
月
十
三
日
、
鑑
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眞
大
和
尚
供
奉
ノ之
僧
ハ者

如
意

�惠
雲
等
也
。
下
二 向

シ東
國
ニ一 到

ル二 此
ノ大
山
ノ

�ニ一 。

著
ク二 彼

ノ藥
師
寺
ニ一 。
蓋
シ聞

ク、
天
武
天
皇
白
凰
八
己
卯

稔
、
依
テ二 勅
願
ニ一 釈

ノ

�
�開

ク
ト
二
藥
師
寺
ヲ一 也
。
以
テ二 寺
号
ヲ一

此
ノ里

ノ爲 ナ
ス二 惣
号
ト一 。
爲
タ
ル
二
伽
藍
ノ勝
地
一 故

ニ、
於
テ二 此

ノ寺
ニ一 開

035

�大
和
尚
移
シ二 唐

ノ龍
興
寺
舎
那
殿
壇
ノ法

ヲ一 、
改
メ
テ別
号
ヲ

名
ク二 竜
興
寺
戒
壇
院
ト一 。

是
レ即

チ藥
師

寺
戒
壇
也
。
竊
カ
ニ以

レ
ハ、
以
テ二 戒
德
ヲ一

者 ハ

利
シ二 群
生
ヲ一 、
以
テ二 律
業
ヲ一 者 ハ

授
ク二 萬
機
ニ一 。
則
ン者 ハ

発
二 得

ス
ル
コ
ト佛

法
興
隆

�防
非
止
悪
ノ之
効
能
ヲ一 、
此
ノ時
キ諦

ニ盛
也也
。
宣
ヘ
ナ
ル哉
ナ、

院
宇
巍
々
ト
シ
テ宛

モ如
シ二 東
大
寺
ノ一
鑑
眞
和
尚
者 ハ

雖
ト
モ
二
戒
律
堅
固
ノ明

哲
ナ
リ
ト

一
、
猶
シ慕

ツ
テ
二
唐

�ヲ一

�二 謂
ン
也
摸
二 写

ス
ル楊
州
之 ノ

寺
号
ヲ一 也
。

040

�ン
テ
レ
地
ヲ建

ツ二 戒
壇
院
ヲ一 。

築
ク
ニ以

テ
ス
ル

二
天
竺
大

	場
ノ之
土

�大
唐
西
明
寺
ノ之

�ヲ一
者 ハ
、
戒
法
傳
來
謂 イ
ヽ也

云
云 。

世
ニ

稱
ス
ル
二
藥
師
寺
戒
壇
ト一
ハ者
、
彼
ノ因

ル二 惣
号
ニ一 。

竜
興
寺
者 ハ

藥
師

寺
ノ之
別
院
ニ
シ
テ而
即

戒
壇
院

也也
。
先
ツ藥
師
寺
ノ之
衆
僧
登
壇
受
戒
ス。
次
ニ

當
國
ノ之
士
農
數
百
人
受
戒
ス。
同
年
十
一
月
、
戒
壇
院


シ畢
テ、
同
ク十
二
月
十
三
日
、
戒
壇
院
供
養
ア
リ。
本

�安
二

045置
ス釋

�如
來
紫
磨
金
ノ

之
尊
容
也

�多
寶
佛
ヲ一
赤
栴
檀
ノ

之

�容
也
。
至
若

シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス所

ノ二

將
來
ス
ル
一
之
法
具

�僧
物
等
悉
ク無

レ 不 ス
ト
云
コ
ト

二
異
域
之 ノ

霊
宝
ナ
ラ
一

而
已 。
同
ク天
平
寶
字
五
辛
丑
年
正
月
廿
一
日
、
有
二 勅

使
一 。

中
納
言
髙



�

依
テ二 東
大
寺
之
佳 カ
例
ニ一 也
。
始
テ賜

ル二 勅
願
戒
壇
院
ノ之
額
ヲ一 。
則
チ名

ケ二

龍
興
寺
戒
壇
院
ト一 。
山
号
ヲ名

ク二 生
雲
山
ト一 。

竜
興
テ而
生
ス
ル
ノ

レ
雲
ヲ

依
ル
ノ
二
古
語
ニ之
謂 イ
ヽ也
。

050依
テ二 廢
帝
皇
ノ勅

ニ一 、
天
平
寶
字
六
壬
寅
載
、
當
國
於
テ二

大
山
ノ庄

ニ一 五
千

�ノ之
莊
田
ヲ

�六
尺
曰
レ 歩

ト、
々
百
ヲ曰

フレ

�ト。
秦
ニ
ハ二
百
四
十
歩
ヲ曰

フレ

�ト。
被
ルレ 寄

セ二

當
寺
ニ一 。
令
シ
メ
玉
フ

レ
成
サ二 永

ク法
務
ノ之
領
知
ト一 也
。
又
大
和
尚
勸
二 化

シ
テ

諸
弟
ヲ一 始

メ二 講
筵
ノ勤

行
ヲ一 、
奉
ル二 三
寶
ニ回
向
シ、

�明
ニ法

樂
シ一 。
年
ノ之
正
月
ニ
ハ置

キ二 轉
讀
般
若
會
ヲ一 、
爲
メ
也レ 奉

ン
カ
レ

�リ二 聖
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055朝
安
穩

�國
家
豊
饒
ヲ一 也
。
卯
月
下
旬
結
二 安
居
ノ

夏
ヲ一 、
名
ク二 報

�會
ト一 。
文
月
上
旬
ニ
ハ修

シ二 佛
眼
會
ヲ一 、
令
シ
ム
レ

�ラ二

令
法
久
住
ヲ一 。
又

�ケ二 法

�
�最

勝
王
二
經
ノ法
會
ヲ一 、
爲
ニ

二 志
ス
ノ現
世
安
穏

�後
生
善
處

�萬
霊
解
脱
ノ一 所
イ謂 ヽ

也也
。

呼
噫
聽
ヘ二 戒
德
ノ一 髙

ク二 四
方
モ
ニ一 、

�瑩
無
シレ 不 ス

ト
云
コ
ト

二
備
足
セ一 。
然
而
シ
テ

060當
國
室
八
嶋
ニ有

リ二 若
田
氏
藤
系
字
ハ興
寺
ト
云

信
德
ノ人

ト一 。
依
テレ 在

ル二 出
塵
ノ之
志
シ

一 入
リ二 伊
豆
留
山
ノ巖

�ニ一 、

奉
リレ 拜

シ二 觀
音
ノ

�容
ヲ一 有

レ 感
ル
コ
ト

二
霊
夢
ヲ一 。
又
聞
キ二 鑑
眞
ノ

明
德
ヲ一 、
來
テ二 龍
興
寺
ニ一 拜

シ二 戒
壇
ヲ一 、
及
ン
テ
レ
見
二 番
々
タ
ル將

士

�蠢
々
タ
ル農
圃
ノ登
壇
受
戒
ヲ一 、
而
藤
系
抑 ヲ
サ
ヘ二 感

065

	一 請
フ二 受
戒
ヲ一 。
大
和
尚
ノ曰
玉
ハ
ク、
奇
ナ
ル哉
。
今
マ親
タ
リ見

二 興

寺
大
德
ヲ一 。
同
年
二
月
、
藤
糸
薙


ス。
齢
二
十
七
。
受
ケ二

沙
弥
ノ十
戒

�七
十
二
威
儀
ヲ一 、
名
ク二 嚴
朝
ト一 。
後
改
メ
テ號

ス二 勝

�聖
人
ト一 。

�ニ隨
テ二 律
儀
ニ一 受

二 具
足
戒
ヲ一 、


二 曉
ス法

�經

�金
光
明
經

�唯
識
論

�天
台
止
觀
等
ノ

070數
部
ノ經
論
ヲ一 。
敬
テ師

ト
シ
二
鑑
眞
大
和
尚
ヲ一 、
和
シ
テ友

ト
也
二
如
意

�

惠
雲
等
ヲ一 。
同
七
癸
卯
季
五
月
五
日
、
鑑
眞
大

和
尚
入
滅
。
壽
七
十
七
歳
。
門
弟
卒
哭
涕
泣
シ
テ而
常
ニ有

リ二

�
�ノ之

心
一 。
如
意

�勝

�
�惠

雲
等
同
フ
シ
テ

レ
志 サ
シ
ヲ而

�前
ニ建

テレ 碑
ヲ植

二 菩
提
樹
ヲ一 。
同

�七
月
、
從
リ二 南
都

075思
詑
律
師
一 投

ス二 書
ヲ於
龍
興
寺
ニ一 。
欲
ス
ル
ノ

二
東
征
傳

�集
セ
ン
ト

一
之
旨
趣
也
。
答
ル
ニ以

テ
ス
二
草
書
一
卷
ヲ一 。

當
寺
ノ之

日
記
也
。
同

年
九
月
二
十
五
日
、
於
二 當
寺
境
内
吉
田
ノ池

ニ一 勸
二

請
ス輪 リ
ン蓋 ガ
イ龍
王
ヲ一 。

戒之
竜

�也
。

壇
守
護
ノ

天
平

�
�元

乙
巳
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年
九
月
廿
五
日
、
勝

�西
北
ノ眺

二 望
シ
テ瑞
雲
ヲ一 、
卒
ニ

080出
玉
フ
レ
寺
ヲ。

勝

�聖
人
住
ス
ル
コ
ト

二
竜
興
寺
ニ一 、
從
リ二 天
平
宝
字

五
年
一 至

テ二 天
平

�
�元

年
ニ一 、
都
テ五
箇
年
也
。
律
師
慕 シ
ト
ウ
テ
二

勝

�ヲ一 到
ル二 宇
都
宮
ニ一 。
聖
人
モ被

レ
テ
レ
催
セ二 衆
僧
ノ之
惜
ミ
ニ一 濕

シ二

三
衣
ノ之
袂
ト
ヲ一 、
漣
々
ト
シ
テ別

レ二 南
北
一 、
累
々
ト
シ
テ顧
リ
ミル二 東
西
ヲ一 。
聖
人

�ニ入
ル二

�
�洛

山
ニ一 。
律
師
則
チ歸

ルレ 寺
ニ。
猶
ヲ東
国
ノ貴

賎
登
壇
受
戒
ノ

� ラ綿
々
ト
シ
テ不

スレ 絶
ヘ。
又
弘
仁
十
一
庚
子

085年
五
月
、
空
海
阿
闍
梨
下
二 向

シ當
國
ニ一 、
入
二 竜
興

寺
戒
壇
院
ノ室

ニ一 。

�二 覧
シ鑑
眞
ノ勝
跡
ヲ一 、
戒
壇
ノ霊

塲
ヲ歡
喜
シ
テ、
尚
又
於
テ二 當
寺
ニ一 而
永
ク置

キ二 金
剛
瑜
伽
ノ

密
教
ヲ一 、
令
ムレ

	ラ二

�國
除
災


萬
民
豊
樂
ヲ一 。
又
唐

朝
將
來
ノ之
兩
金胎
部
曼
荼
羅


佛
具


秘
密

090寶

�等
、
品
々
被
ルレ 納

メ二 置
カ當
寺
ニ一 。
寺
務
ノ主
僧
兼
ル
コ
ト

二

戒
壇
院
授
戒
阿
闍
梨
ヲ一 、
空
海
登
壇
ヲ爲

二

�摸
ト一 。
海

公
語
テ二 如
意


惠
雲
等
ニ一 曰
玉
ハ
ク、
當
寺
ニ始

メ二 此
ノ儀
則
ヲ一 、
永
ク

令 シ
メ
ヨレ 無

カ
ラ
二


失
一 。
吾
本
意
在
リレ 是 コ
ヽ
ニ。
依
テレ 之

レ
ニ以

テ二 海
師
ヲ一 當

寺
密
教
弘

�ノ之
爲 ス

二 元

�ト一 。
然
而
シ
テ數
輩
ノ門
葉

095無
シレ 不 ス

ト
云
コ
ト

レ
修
二 學

セ四
度

�摩
供


傳
法
灌
頂
等
ノ

之

�上
乘
教
ヲ一 。
眞
公
者 ハ

築
キ二 戒
壇
ヲ一 、
勸
然
ト
シ
テ開

キ二

律
講
ヲ一 、
救
イレ 世

ヲ、
化
スレ 人

ヲ。
海
師
者 ハ

傳
ヘ二 密
教
ノ奥
旨
ヲ一 、
興

然
ト
シ
テ修

シ二 金
剛
密
乗
ヲ一 、
鎮
二

�ス國
家
ヲ一
云
云 。
同
弘
仁

十
一
年
七
月
下
旬
、
空
海
和
尚
同
國
入
リ
玉
フ

二
二
荒
山
ニ一 。

100此
ノ時
、
戒
律


顯
密
繁
然
ト
シ
テ正

ニ嚴
重
ナ
リ也
。
普

天
卒

�、
乃
至
沙
界
、
除
災
與
樂
、
願
ク
ハ者

法
流
永
ク令

ン
ト
ノ

レ
臻
二 龍

�三
會
ノ之
曉
ニ一
而
已 。
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天
長
元
甲
辰
載
三
月
上
浣

105右
當
縁
起
者
、
及
數
代
故
、
舊
本
至
極
令
破
損
。

依
之
今
度
以
往
古
舊
記
再
令
書
写
者
也
。

享
保
八
癸
卯
年
八
月
吉
祥
日
見
住
法
印
朝
覺

�

之

慈
猛
上
人
行

�記

110釋
ノ良
賢
不
スレ 知

二 何
レ
ノ国

ノ人
ト
云
コ
ト
ヲ

一
。

不
レ 詳

二 其
ノ氏
性
ヲ一 。

号
二 密
嚴
慈
猛
上
人
ト一 。
竜
興
寺

中
興
、
新
義
眞
言
法
流
一
派
ノ之
元

�ニ
シ
テ而
顯
密
二

教
ノ之
名
德
也
。
建
歴
元
辛
未
年
二
月
十
日
ノ誕
生
ナ
リ。
自
リ

二

�

稚
ノ時
キ

一 在
二 出
塵
ノ之
志
シ

一 。
慕
フ
テ
二
佛
教
ヲ一 求

シ
テ
レ
師
ヲ學

ヒレ 法
ヲ、
然
而
シ
テ嘉

祿
二
丙
戌
稔
四
月
、
登
リ二 山
門
ニ一 、
隨
テ二

�澄
律
師
ニ一 而
令
メ二 剃

115

�得
度
セ一 、

時
ニ歳

シ

十
六
。
名
ク二 空
阿
ト一 。
受
ケ二 沙
弥
ノ十
戒
ヲ一 、
學
テ二 惠
心
流
ヲ一

者 ハ

、
一
心
三
觀
ノ

�ノ前
ニ
ハ開

ケ二 色
香
中

�ノ

�一 、
一
念
三
千
ノ

床
ノ上

ニ
ハ耀

キ二 眞
如
實
相
ノ月

一 、
兼
又
習
フ
テ
二
檀
那
流
ヲ一 者 ハ

開
キ二

五
時
八
教
ノ大
綱
ヲ一 、
明
二 了

シ如
來
一
代
ノ法
輪
ヲ一 、
舊
レ
テ
ハ

二
教
観
二

門
耳
ミ
ニ一 者
、
性
具
一
如
ノ凝

ラ
シ
二
観
解
ヲ一 、

	二 玉
泉
ノ之
流
ヲ一 、
得
タ
リ
二

120智
者
ノ源
底
ヲ一 。


ニ受
二 具
足
戒
ヲ一 。

空
阿
在

山
十
年
。
寛
元
二
甲
辰
年
、

入
リ二 髙
野
山
ニ一 、
修
二 學

シ瑜
伽
ノ密
教
ヲ一 、
於
二 金
剛
三
昧
院
ニ一 受

二

傳
法
灌
頂
一 。
究
メ二 即
身
頓
悟
ノ奥
旨
ヲ一 、

改
テ号

二 慈
猛
上
人

良
賢
阿
闍
梨
ト一 。

建
長
七
乙
卯
歳
、
就
二 意
教
上
人
ニ一 而
學
二 三
寶
院
流
ヲ一

云
云 。
意
教
上
人
者 ハ

、
仁
王
八
十
五
代
後
堀
河
院
文
暦

125二
乙
未
年
三
月
朔
日
、
依
二 大
將
軍
頼
經
公
武
命
ニ一 而

龍
興
寺
貫
主
頼
賢
阿
闍
梨
賜
ル二 意
教
上
人
ト号

ヲ一 。
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又
依
二 勅
命
ニ一 而
被
ルレ 任

セ二 下
野
ノ講
師
ニ一 。
尚
意
教
者 ハ

、

�智
院
僧
正
成
賢
之
爲
タ
ル
二
徒
弟
一 故

ニ、
密
家
大
事

�師

資
相
承

�面
授
口
決
等
示
二 意
教
上人
頼
賢
ニ一 、
爲
シ
玉
フ
テ

二
秘

130密
相
傳
正
嫡
ト一 、
悉
ク盡

ス
ト
二
淵
源
ヲ一
云
云 。
又
慈
猛
上人
良
賢
ハ、

者
弘
長
二
壬
戌
年
八
月
、
移
二 住

ス下
野
國
大
山
庄
藥
師

寺

�戒
壇
院
ニ一 。
竜
興
寺
爲
タ
ル
二
眞
言
宗
一 故

ニ、
上
人

則
チ兼

二 授
戒
阿
闍
梨
ヲ一 。

是
レ則

チ依
テ
也
二

勅
許
ニ一 也
。
同
三
年
、
在
リ二 藥
師
寺

五
郎
政
村
ト
云仁 ヒ
ト

一 。
來
テ二 竜
興
寺
ニ一 而
拜
シ二 戒
壇
ヲ一 受
戒
ス。

135此
ノ時
キ貴
賎
ノ之
緇
素
群
集
ス
ト
云
云 。
文
永
五
戊
辰
年
二

月
、
足
利
庄
小
俣

�鷄
足
寺
之
學
頭
一
乗
坊
頼

�法
師
、
詣
テ二 竜
興
寺
長
老
慈
猛
ノ法
室
ニ一 而
登

壇
受
戒
、
頼

�法
印
又
ハ号

二 備
前
ノ僧
都
ト一 。
寄
シ
テ
二
竜
興
寺
ノ之
勧
學
校
ニ一 、

惣
而
シ
テ
ハ猶

ヲ學
二 顕
密
毘
尼
ノ正
法
ヲ一 。
積
ミ二 蛍

�琢
磨
功
ヲ一 、
別
シ
テ
ハ而
明
ム二 慈
猛
別
傳
流
ヲ一 。

歸
二 住

ス鷄
足
寺
ニ一 。
同
六
巳
己

（
マ
マ
）年
、
密
嚴
上
人
慈
猛
和
尚
顧
リ
ミ二

140戒
壇
ノ縁
起
ヲ一 、

自
二 天
長
年
中
一 至

二 文
永

六
年
一 、
凡
ソ及

二 四
百
四
十
余
年
ニ一 。
患
フ
ヲ
二
其
ノ放
失
ナ
ル
コ
ト
ヲ

一
、
遂
ニ書
写
シ、

再
ビ

�フレ 之
レ
ヲ
云
云 。
蓋
シ夫

レ慈
猛
上
人
住
ス
ル
コ
ト

二
戒
壇
院
竜
興
寺
ニ一

已
ニ十
有
餘
年
。
東
國
諸
山
ノ之
群
賢
來
テ二 竜
興
寺
ニ一 、
受
二

沙
弥
ノ十
戒
及
ヒ比
丘
戒
、
或
ハ律
學
等
ヲ一 。
兼
テ而

�ミ二 三
密
五

智
ノ之
瓶
水
ヲ一 、
潅
ク二 三
毒
五
濁
ノ之
頂
キ
ヲ一 。
最
モ碩

�三
十
有
八

145口
餘
。
頼
尊

�頼
慶

�永
仙

�

房
顕
等
也
。

此
ノ時
キ専

ラ顯
密

�戒
律
盛
ニ
シ
テ而
、
戒

壇
院
竜
興
寺
爲
タ
リ
二
中
興
開
山
ノ之
哲

	一 也
。
頗
ル建
治

元
乙
亥
年
四
月
、
移
二 住

ス足
利
鷄
足
寺
ニ一 。
又
受
二 意
教
上

人
指
授
ヲ一 、


フ二 十
八

�口
決
ヲ一 。

是
ノ口
決
ノ中

ニ灑
水
ノ之
時
散

�ヲ置
キ二 灑
水


ノ上
ニ一 、
先

�水
共
ニ加

二 持
シ之

ヲ一 、
然
而
シ
テ後

ニ令
レ 加

二 持
セ

諸 モ
ロ

�

ノ供
物
等
ヲ一
云
云
。
心
覚
阿
闍
梨
ノ杪
有
二 此

ノ

�則
一 。

他
流
無
二 是

ノ口
決
一 。
是
レ即

チ

當
寺
別
流
一
箇
ノ之
秘
傳
也
。

150尚
亦
密
宗
口
決
顯
ス二 數
十
卷
ヲ一
兩
界
註
尺

護
摩
雜
抄
等
也
。
同
三
年
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丁
丑 四
月
二
十
一
日
、
上
人
入
滅
。
壽
六
十
七
歳
。
号
ス二 藥
師
寺
慈

猛
上人

�戒
壇
院
主
良
賢
大
阿
闍
梨
ト一 。
蓋
シ夫

レ壯
年
ノ之
時

入
リ
テ
二
台
門
一 者 ハ

受
二 髙

�太
師
ノ的
傳
一 、
學
テ二 密
乗
一 者 ハ

�二

傳
燈
ノ之
法
流
ヲ一 。
猶
更
令
メ二 戒
壇
中
興
一 、
開
キ二 鷄
足
ヲ一 、
化
シ二 貴

155賎
ヲ一 、
註
杪
ノ之
纂

�者 ハ

爲
タ
リ
二
學
者
ノ賞

�一 。
得
レ 名

ヲ二 説
法
ニ一 、

振
イ二 智
辨
ヲ一 、
度
ス二 萬
機
ヲ一 。

雜
談
集
巻
ノ之
第
四
四
丁
ニ曰

ク、
下
野
州

藥
師
寺
長
老
密
嚴
故
上
人
慈
猛

者
ハ

、
天
台

�東
寺
兩
流
眞
言
顕
密
ノ學
生
、

�戒
ノ之
名
人
也
ト云
云
。
右
ノ雜
談
集
ハ

無
住
和
尚
ノ作
。
砂
石
集
ト同
作
ノ之
書
也
。
彼
ノ之
書
ニ具

ニ

�法
行
德
ヲ註 シ
ルセ
リ
。

呼
噫
雖
ト
モ
下
成
ス二

�
�ノ一

	 ロ
ト上 、

�自 ヲ

不
レ 弘
人
能
ク弘

ムレ

�ヲ。
蓋
シ夫
教

法
ノ興


ハ唯
タ在

リ二 其
ノ人

ニ一
云
云 。
慈
猛
密
嚴
上
人
者 ハ

夫
レ開

160

�眞
公
乗
シ
テ
二
願
力
ニ一 而

�來
ス
ル者 モ
ノ歟
。
其
ノ化
益
潤
然
ト
シ
テ

玄
廣
ナ
ル
コ
ト耶 ヤ

。

165右
當
縁

�並
慈
猛
行


記
共
筆
記
之
事
、
現

住
法
印
阿
闍
梨
朝
覺
与
野
院
因
縁
有
之
。
依
懇

望
而
無

	辞
、
以
一

�詑
生
之
志
、
乍
麁
筆

�令

書
写
者
也
。

山
門
東
塔
沙
門
権
大
僧
都
竪
者
法
印
全
照
玄
空
［
花
押
］

170享
保
十
乙
巳
載
霜
月
二
十
四
日
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� 翻
刻
Ⅱ
�

龍
興
寺
縁

�畧
記

當
龍
興
寺
ハ
、
聖
武
帝
勅
ニ
依
テ
鑑
眞
和
尚
開
基
ノ

霊
場
ナ
リ
。
天
平
神
護
元
年
、
稱
徳
天
皇
勅
シ
テ
過

海
大
師
ヲ
謚
□
。
本
朝
大
師
号
ノ
権
輿
ナ
リ
。
蓋
シ

聞
ク
、
天
武
天
皇
白
鳳
八
年
乃
至
九
年
、
勅
願
ニ
依

釋

�蓮
薬
師
寺
ヲ
開
ク
ト
。
後
、
伽
藍
ノ
勝
地
ナ
ル
故
、
此
ノ

寺
ニ
於
テ
、
鑑
真
和
尚
ハ
唐
ノ
揚
州
龍
興
寺
舎
那
殿

」

1オ

壇
ノ
法
ヲ
移
シ
、
改
メ
テ
龍
興
寺
戒
壇
院
ト
名
ク
ト
。

是
レ
薬
師
寺
戒
坦
ナ
リ
。
天
平
勝
寶
七
年
、
南
都

東
大
寺
戒
坦
ヲ
築
キ
ヌ
。

�西
築
前
ノ
國
觀

世
音
寺
戒
坦
ヲ
築
ク
。
是
レ
ヲ
世
ニ
日
本
三
戒
坦
ト
稱
ス
。

天
平
寶
字
五
年
、
始
メ
テ
勅
願
戒
坦
院
ノ
額
ヲ
賜
フ
。

山
號
ヲ
生
雲
山
ト
名
ク
。
竜
興
ツ
テ
雲
ヲ
生
ス
ル
ノ

謂
ヒ
ナ
リ
。
時
ノ

�帝
皇
天
平
寶
字
六
年
、
大
山
ノ

庄
ニ
於
テ
五
千
畝
之
荘
田
ヲ
當
龍
興
寺
ニ
ノ

寄
附

」

1ウ
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セ
ラ
レ
、
永
ク
法
務
ノ
領
地
ト
ス
。

日
光
開
山
勝
道
上
人
ハ
藤
糸
、
字
興
寺
ト
云
フ
。
鑑

�

和
尚
ノ
明

�ヲ
聞
キ
、
竜
興
寺
ニ
来
リ
、
戒
坦
ヲ
拝
シ
、

受
戒
ヲ
請
フ
。
藤
糸
二
十
七
才
ニ
シ
テ
薙
髪
セ
ラ
ル
。
天
平

神
護
元
年
、
竜
興
寺
ヲ
出
テ
ヽ
補

�
�山

ニ

入
ル
ト
。
今
ノ
日
光
山
是
レ
ナ
リ
。
又
、
弘
仁
十
一
年
五
月
、

空
海
阿
闍
梨
（
弘
法
大
師
）
竜
興
寺
戒
坦
院
ヲ
拝
シ
、

鑑
眞
和
尚
ノ
勝
跡
ヲ
祥
覧
シ
、
戒
坦
霊
場
ヲ
歓

」

2オ

喜
シ
玉
ヒ
、
護
國
除
災
萬
民
豊
樂
ノ
為
メ
ニ
御
修
法
シ
玉
フ
。

弘
仁
十
一
年
七
月
、
空
海
阿
闍
梨
ハ
二
荒
山
ニ
入
リ
、

此
ノ
時
戒
律
顕
密
繁
然
、
正
厳
重
ナ
リ
。

當
寺
中
興
開
山
慈
猛
上
人

ハ顕
密
二
教
ノ
奥
秘

ヲ
究
メ
、
大新
義
眞
言

�者
ニ
シ
テ

宗
諸
派
一
派

慈
猛

持
明
派
流
ノ
元
祖
ナ
リ
。

次
ニ
薬
師
寺
五
郎
政
村
ト
云
御
仁
ハ
、
竜
興
寺
戒
坦
ヲ

拝
シ
受
戒
ス
ト
。
當
竜
興
寺
ハ
中
本
寺
ニ
シ
テ
、
末
寺

」

2ウ
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三
十
六
ヶ
寺

ア
リ
シ
ナ
リ

ノ
本
寺
ニ
シ
テ
中
本
寺
ナ
リ
。
堂

堂
宇
ノ
廣
大
美
煥
ニ
シ
テ
、
佛
教
ノ

�盛

ナ
リ
シ
ヲ
推
察
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ト
ス
。

道
鏡
（
姓
弓
削
氏
）、
續
日
本
紀
ヲ
按
ス
ル
ニ
、
宝
亀

元
年
乃
至
三
年
頃
、
薬
師
寺
別
當
ノ

職
ニ
任
ン
ス
ト
云
云 。

」

3オ

（
裏
表
紙
）
」

3ウ

（
せ
き
ぐ
ち
し
ず
お

歴
史
文
化
学
科
）

（
ま
つ
も
と
ま
み

生
活
機
構
学
専
攻
客
員
研
究
員
）
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